
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     １０，３８９筆（10月 22日現在） 

今年の 1 月 22 日、会の発足と同時に取り組み始めた、日本原爆 

被害者団体協議会(日本被団協)の「日本政府に核兵器禁止条約への署名・批准を求める署名」

ですが、10 月の事務局会議で確認したところ、1 万筆を超えました！ 

 この間のコロナ感染拡大による非常事態宣言などで、何度か街頭宣伝を中止せざるをえな

かったり、イベントが少なくて署名のお願いができなかったりと、集約がなかなか思うよう

にできない状況でした。しかし、生協連・生協労組が店舗や組合員の協力を呼びかけ、5 千

筆を超える署名が寄せられました。本当にありがとうございました！ 

 総選挙の結果は、残念ながら核兵器禁止条約に批准する政府への転換は実現できませんで

したから、今後さらに署名を広めていくことが大事です。引き続き皆様のご協力をお願いい

たします。 

 

 

 

 

署名を広めていくためにも、今署名の呼びかけ人を多方面の方々にお願いしており、了解をいた

だいた方々のポスターを作成する計画を進めています。選挙でなかなか進んでいませんが、今年中

の完成を目指しています。これまで了解をいただいたのは、以下の方々です。 

 板垣乙未生さん(東北大学名誉教授)、 遠藤恵子さん(東北学院大学名誉教授)、 

 青木正芳さん(弁護士、        佐久間敬子さん(弁護士) 

 多々良哲さん（市民連合＠みやぎ）   宗片恵美子さん 

 一村則廣さん(錦保育園園長      安達喜美子さん（朝市保育園園長） 

 川端英子さん（のぞみ文庫）      岩倉政城さん（尚絅学院大名誉教授） 

  宮沼弘明さん(民医連会長)       坂田匠さん(民医連事務局長) 

  高橋正利さん(革新懇事務室長)    神和久さん（医師） 
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＜日本政府に核兵器禁止条約への参加を求めて～これまでの成果＞ 

 

 

＊11 月 22 日の会議でチラシをお渡ししますので、ご参加ください。 

首長・議長の署名 

 平和行進実行委員会が、政府への意見書

採択をした自治体と中心に 1 名用の署名

をお願いしたところ、現在まで 7 名の首

長と 11名の議長が署名に応じています。 

意見書の採択 

 9 月議会で 2 自治体に核兵器禁止条約

への参加を求める陳情を行ったところ、栗

原市で議員提案になり、全会一致で意見書

が採択されました。県内 18番目、全国で

615番目です。 


